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概要：災害発災時に被害を最小限に食い止めるには，迅速かつ的確な情報の収集と伝達が重要である．そ
のため，即時性が高く利用者が多いという特徴を有する Twitterの災害時における利活用に注目が集まっ

ている．情報の利活用という観点を考慮すると，ジオタグ（経緯度情報）や住所のような位置情報が投稿

されるツイートに付与されていることが望ましいが，ジオタグが付与されたツイート数は極めて少ないこ

とが知られており，外出先などで被災した場合はツイートに正確な住所を記載すること困難である．この

ような背景のもと，我々は先行研究で，Twitterを用いた災害情報共有システムを実装した．本システム

は，(1)災害情報ツイートシステム DITS (Disaster Information Tweeting System)， (2)災害情報マッピ

ングシステム DIMS (Disaster Information Mapping System)の二つのサブシステムから構成されており，

2015年 2月より改良を重ねながら運用を続けてきた．本研究では，この災害情報共有システムのユーザビ

リティに関する利用者からの意見を反映させた新アプリケーション「さいれぽ」を実装した．従来システ

ムとの一番の違いは，二つのサブシステム（ツイート投稿，ツイート表示）を統合するなどして操作をシ

ンプルにした点にある．
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1. はじめに

災害発災時に被害を最小限に食い止めるには迅速かつ的

確な情報の収集と伝達が重要である．そのため，即時性が

高く利用者が多い *1という特徴を有するTwitterの発災時

における利活用に大きな注目が集まっている．ここ数年の

間に発生した大規模災害，例えば 2011年 3月に発生した

東日本大震災や 2012年 10月にアメリカ東部に大きな被害

をもたらした Hurricane Sandy，2013年 11月にフィリピ

ンレイテ島に壊滅的な被害をもたらしたTyphoon Haiyan，

2015年 9月の関東・東北豪雨災害，そして 2016年 4月に

発生した熊本地震などの被害状況の発信，収集，共有に

Twitterが活用されたことが報告されている [2]．また，近

年では，国や自治体などの行政機関にも災害関連情報の収

集にTwitterを活用しようという動きが見られる [3]．例え
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*1 日本における月間アクティブユーザ数が 4,000万人を超えたこと
が Twitter Japan により報告されている [1]．

ば埼玉県和光市では，災害情報を効率的に収集することを

目的として「#和光市災害」というハッシュタグを利用す

ることを公式に定めており [4]，他の自治体にも同様の動き

が広がりつつある [5]．

ところで災害情報の的確な収集や活用という観点を考慮

すると，ジオタグ（経緯度情報）や住所のような正確な位

置情報が投稿されるツイートに付与されていることが望ま

しい．例えば，ツイートにジオタグが付与されていれば，

地図上に自動的にマッピングすることができ，被災者や行

政機関が災害関連のツイート情報をより活用しやすいと考

えられる．しかし，Twitterの設定で「位置情報の利用を

許可」しているユーザは少なく，ジオタグが付与されたツ

イート数は極めて少ないことが知られている [6]．また，外

出先などで被災した場合はツイートに正確な住所を記載す

ることは困難であることが予想される．ランドマーク名が

ツイート内に記載されていればそれをヒントに住所を推測

できるが [7], [8]，一意に特定することは難しい．なぜなら，

例えば “第一小学校”と記載があっても，全国に多数ある

同名称の学校のいずれであるかを特定することは困難な場
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合が多いからである [9]．

このような背景をもとに，我々は先行研究で Twitterを

用いた災害情報共有システムを実装し，改良を重ねてき

た [10], [11], [12], [13]．本システムは，以下の二つのサブ

システムから構成される：(1) 災害情報ツイートシステム

DITS（Disaster Information Tweeting System）: 利用者

の現在地の住所と災害時地域ハッシュタグ「#（自治体名）

災害」（例えば現在地が北海道札幌市南区の場合は「#札

幌市南区災害」），およびMGRS（Military Grid Reference

System）コード [18]（日本では UTMポイント [19]と呼ば

れることが多い）を付与したツイートを投稿する，(2) 災

害情報マッピングシステム DIMS（Disaster Information

Mapping System）：DITSで投稿されたツイート群を地図

上にマッピングして表示する．我々が実装した災害情報共

有システムは 2015年 2月より運用されており，各種防災

訓練等にも利用されてきた [14], [15], [16], [17]．本システ

ムに対する利用者からの意見はおおむね好評であったが，

災害用システムではさらに操作がシンプルな方が望ましい

との意見も出ていた．そこで本研究では，それらの意見を

反映して今回新たに災害情報共有アプリケーション「さい

れぽ」を実装した．従来システムとの一番の違いは，二つ

のサブシステム（ツイート投稿，ツイート表示）を統合す

るなどして操作をシンプルにした点にある．

2. 災害時のTwitter利活用

2011年 3月に発生した東日本大震災時には，多くの被災

者が災害情報の発信，収集，共有に Twitterを活用したこ

とが知られている [20], [21], [22], [23], [24], [25], [26], [27]．

2012年 10月にアメリカ東部で Hurricane Sandyが発生し

た際にも Twitterを利用した災害情報の発信・収集が活発

に行われ [28]，“sandy”, “hurricane”, “#sandy”, “#hurri-

cane”が含まれるツイートの総数が同年 10月 27日から 11

月 1日の間に 2000万を超えたことが報告されている [29]．

2013年にフィリピンにおいてTyphoon Haiyanの被害が拡

大した際には，クラウドソーシングにより Twitterの情報

を利用したクライシスマップが作成された [2], [30]．2014

年 2月に関東・甲信越で豪雪災害が発生した際には，長野

県佐久市において市長自らが Twitterを使って雪害状況の

報告を呼びかけ [31]，多くの市民がそれに応じた．2015年

9月の関東・東北豪雨災害の際には，自宅に取り残された人

が Twitterを利用して救助要請を行ったことが話題となっ

た [32]．2016年 4月の平成 28年熊本地震でも，Twitterを

利用して活発なコミュニケーションが行われ，「地震」「避

難」「救助」「津波」「原発」の 5つのキーワードを含むツ

イート数が地震発生後一週間で約 2,610万件にのぼったこ

とが報告されている [33]. また，総務省の調査 [34]によれ

ば，Twitterは熊本地震の際，希少性（他の手段では得ら

れない情報を得ることができる）が高いメディアと評価さ

れていた．

近年では，災害情報の収集や共有を目的として「#（自治

体名）災害」を災害状況報告用のハッシュタグとして公式

に定める自治体が増えている [4], [5], [35]．また，Twitter

の投稿をリアルタイムに分析し，災害関連情報を整理・要

約するシステム（DISAANA, D-SUMM）の開発が NICT

により進められている [36], [37], [38]．さらに，土砂災害の

前兆現象検知や発生後の早期状況把握に Twitterを活用す

るシステムの検討 [39], [40], [41]や，Twitterを用いた災害

時の感情の分析 [42], [43]なども試みられている．

3. 関連研究・システム

我々が開発を進める Twitterを用いた災害情報共有シス

テムと同様，一般市民に災害関連情報を投稿してもらい，

それを共有するシステムの研究・開発・運用例は多数存

在する [44], [45], [46], [47], [48], [49], [50], [51]．例えば大

熊ら [45]は，Twitterや独自に構築した SNSに投稿され

た情報を GIS上にマッシュアップするシステムを構築し

た．情報の投稿に Twitterを利用できる点や投稿された情

報が地図上に表示される点は我々のシステムと同一であ

るが，特定の地域での運用を目的としたシステムであり，

またシステムの利用には登録・ログインが必要である点が

我々のシステムとは異なる（我々のシステムは利用地域

は限定しておらず，またシステムの利用には Twitterのア

カウントのみが必要でシステムに対する登録・ログイン作

業は必要ない）．FEMA (Federal Emergency Management

Agency) のDisaster Reporter[49]やがウェザーニューズ社

が提供する減災リポートマップ [50]も，一般市民が提供す

る情報を地図上に展開し，自助・共助への活用を目指すシ

ステムという点で我々のシステムと類似したものである．

ただし，我々のシステムと違い，提供された災害関連情報

は基本的には Disaster Reporterや減災リポートマップの

アプリやサイトでのみ取得・閲覧が可能である．我々が開

発を進めるシステムにおいては，利用者から提供される情

報は Twitter上に投稿されるため，Twitterの検索機能な

どを利用すれば誰でもがその情報にアクセスすることが

可能であり，投稿者のフォロワーのタイムラインには通常

のツイートと全く同様に表示されるという利点がある．更

に，Twitterは利用者が多いこと [1]，及びリツイートやお

気に入り（Like）の機能があることなどから，情報の拡散

も容易い．以上のことを踏まえると，災害関連情報の利活

用という観点で FEMAやウェザーニューズ社のサービス

に対して優位性が存在すると考える．

4. 先行研究で実装した災害情報共有システム

ここでは，先行研究で構築した Twitterを利用した災害

情報共有システム（図 1）を文献 [12], [13] に沿って紹介す

る．本システムは，以下の二つのサブシステムから構成さ
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れる．

• 災害情報投稿システム DITS（Disaster Information

Tweeting System）: 利用者の現在地の住所と災害時

地域ハッシュタグ「#（自治体名）災害」，及びMGRS

コードを自動付与してツイートする

• 災害情報マッピングシステム DIMS（Disaster Infor-

mation Mapping System）：DITSで投稿されたツイー

ト群を地図上にマッピングして表示する

以下にそれぞれの詳細を述べる．

4.1 災害情報投稿システム DITS

Webアプリケーションとしてレンタルサーバ上に実装

されており，以下の特徴を有する（使用言語は PHP と

JavaScript）．

( 1 ) システム利用時に Twitterの認証を行い，利用者自身

の Twitter アカウントからのツイートとして投稿さ

れる

( 2 ) 利用者の現在地の位置情報（経緯度）を取得し，それ

に基づいて住所と災害時地域ハッシュタグ「#（自治

体名）災害」，及びMGRSコードをツイート内に自動

付与する（救助を必要としている場合には，ハッシュ

タグ「#救助 *2」も同時に付与することが可能である）

( 3 ) 利用者の Twitterの設定が「位置情報の利用を許可」

となっている場合には，ジオタグ（経緯度情報）付き

ツイートとして投稿される

( 4 ) 画像の添付が可能である

図 2, 3に DITSの画面例を示す．DITSの利用者は外出

先等で正確な住所がわからない場合でも，ツイートに住所

と対応する災害時地域ハッシュタグ，及びMGRSコード

を付与することができる（Twitterで位置情報の利用を許

可する必要はなく，利用するブラウザで位置情報の利用を

許可すればよい）．システムがツイートに自動付与する住

所と災害時地域ハッシュタグ「#（自治体名）災害」は，

Geolocation API[53]により取得した位置情報（経緯度）を

逆ジオコーディング（本システムでは Yahoo!リバースジ

オコーダ API[54]を利用）することにより決定される．ま

た，PHPのライブラリ [55]を用いて，経緯度からMGRS

コードへの変換が行われる．例えば，取得した位置情報が

緯度: 35.3617，経度: 139.2734であった場合には，住所は

「神奈川県平塚市北金目 4丁目 1」，ハッシュタグは「#平

塚市災害」，そしてMGRSコードは 54SUE43141452とな

る．また，災害関連情報の発信という観点では画像添付可

能であることが重要となるが，本システムでは利用端末内

に保存されている画像の添付が可能であり，スマートフォ

ンなどのカメラ機能付きの端末を利用している場合には，

投稿時に撮影した写真の添付も可能である．本システムで

*2 ツイッター社が救助要請用のハッシュタグとして「#救助」の利
用を推奨している [52]．

はツイートの投稿に Twitter API[56]を利用しているが，

投稿可能な画像のファイルサイズの上限は約 3MBである．

そこでサーバ上で画像を縮小処理し，ファイルサイズを小

さくしてから Twitterに投稿する仕様になっている．

DITSで投稿された情報は投稿者の Twitterアカウント

からのツイートとして Twitter上に投稿されるため，この

システムの利用者に限らず多くの被災者や機関が利用可能

である．自宅近辺の情報を入手したい被災者は，自宅住所

に対応する災害時地域ハッシュタグで検索すればその地域

（基礎自治体）のツイートが検索可能であり，例えば自宅住

所が神奈川県平塚市の場合は「#平塚市災害」というキー

ワードで検索すればよい（ツイートの検索に Twitterのア

カウントは必要なく，Twitterのトップ画面 *3 から誰でも

検索可能である）．

なお，当初のシステム [12] では，DIMS でツイート

をマッピングする際，対象ツイートを毎回 Twitter API

(search/tweets) を利用して取得していた．そのため，利用

が集中した際APIの利用回数の制限（15分間で 180回）に

よりツイート取得が不可能となる問題点があった．また，

過去一週間分しか検索することができない点も問題であっ

た．そこで [13]において，ツイート本文や時刻，位置情報

などのデータを投稿時にデータベースに格納するよう改良

した．

4.2 災害情報マッピングシステム DIMS

Webアプリケーションとしてレンタルサーバ上に実装

されており，以下の特徴を有する（使用言語は PHP と

JavaScript）．

( 1 ) 利用者の現在地の位置情報（経緯度）を取得し，現在

地から 20km以内の経緯度情報を持つツイートをデー

タベースから抽出して地図上に表示する（地図は利用

者の現在地を中心として表示される）

( 2 ) 画像が添付されているか否か，及びハッシュタグ「#救

助」があるか否かによって，マッピング時のアイコン

が変化する

( 3 ) 利用者の現在地の市区町村が公式のツイッターアカウ

ントを運用している場合は，そのアカウントの最新ツ

イート 10件分を表示する

( 4 ) 利用時に Twitterアカウントは必要とせず，誰でも利

用可能である

図 4にDIMSの画面例を示す．DIMSで表示される地図

は利用者の現在地を中心として表示されるため，現在地周

辺の情報のみを効率的に入手することが可能である．

なお，当初のシステム [12]では，利用者の現在地の自治

体の情報のみをマッピングしていた（例えば利用者の現在

地が神奈川県平塚市の場合，「#平塚市災害」のハッシュタ

*3 https://twitter.com/
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図 1 災害情報共有システム

トップページ

図 2 DITS の画面 (1)

救助・写真の有無を選択

図 3 DITS の画面 (2)

投稿画面

図 4 DIMS の画面

　

グが付与されたツイートのみを表示していた）が，別の市

区町村との境界付近で利用した場合には不便であった．そ

こで [13]において，上記特徴 (1)のように現在地から 20km

以内のツイートを表示するよう改良した．

5. さいれぽ

5.1 概要

上述した災害情報共有システム（DITS・DIMS）は，2015

年 2月より改良を重ねながら運用を続けてきたが，災害用

システムではさらに操作がシンプルな方が望ましいとの意

見が利用者から出ていた．そこで，それらの意見を反映し

て今回新たに災害情報共有アプリケーション「さいれぽ」

を実装した．従来システムとの一番の違いは，ツイート投

稿とツイート表示の二つのサブシステムを統合するなどし

てユーザが必要な操作をシンプルにした点にある．本シス

テムも，従来システムと同様Webアプリケーションとし

てレンタルサーバ上に実装されている（使用言語は PHP

図 5 さいれぽトップページ 図 6 メニュー一覧

と JavaScript）．また，DITSと同様，投稿時にはツイート

本文や時刻，位置情報などのデータがデータベースに格納

される．

図 5 は，さいれぽにアクセスすると最初に表示される

ページである．ここで「最新のレポートをみる」を押すと，

さいれぽで投稿されたレポート（ツイート）最新 100件が

時系列順に表示される（詳細は後述する）．図 6にさいれぽ

のメニュー一覧を示す．この図の通り，さいれぽには (1)

レポートする，(2) 最新のレポートをみる，(3) 近くのレ

ポートをみる，(4)レポートを検索，(5)近くの避難場所，

(6)災害拠点病院，の 6つのメニューがある．

5.2 災害情報投稿機能

メニューで「レポートする」を選択するとレポート投稿

画面に遷移する．図 7にレポート投稿画面を示す．この図

に示すように，利用者の現在地の住所，災害時地域ハッシュ

タグ「#（自治体名）災害」，およびMGRSコード（UTM

ポイント）がシステムにより自動的に取得される（これら

はツイートに自動挿入される）．利用者は上段のテキスト

ボックスに災害情報を書き込み，さらに写真を追加する場

合は「写真を追加」ボタン，救助が必要な状況の場合には

「救助が必要」ボタンを選択し，最後に「レポートする」ボ

タンを押すことにより災害情報が投稿される．図 8にさい

れぽにより投稿されたツイートの例を示す．この図に示す

通り，さいれぽで投稿されたツイートには DITSと同様，

先頭に災害時地域ハッシュタグと住所が，また最後尾に

MGRSコード（UTMポイント）が自動で挿入される．

5.3 災害情報表示機能

メニューで「最新のレポートをみる」を選択すると，さ

いれぽで投稿されたレポート（ツイート）最新 100件が時

系列順に表示される（図 9）．ここで「レポート地点を表

示」ボタンを押すと，図 10のようにレポートが投稿され
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図 7 レポート投稿画面

図 8 さいれぽにより投稿されたツイートの例

た地点が地図上に表示される．

メニューで「近くのレポートをみる」を選択すると，現

在地から 5km以内の範囲で投稿されたレポートが（最大

100件）地図上にマッピングされ（図 11），地図上のピンを

タップすると当該レポートが表示される（図 12）．

メニューで「レポートを検索」を選択すると，さいれぽ

で投稿されたツイートをキーワード検索することが可能で

あり，さらに過去一週間で頻度が高いハッシュタグを見る

ことが可能である（図 13）．図 14にキーワード検索した際

の表示例を示す．

図 9 最新レポート表示画面 図 10 レポート位置の表示

図 11 周辺レポート表示画面 図 12 当該レポートの表示

5.4 その他の機能

メニューで「近くの避難場所」を選択すると現在地から

2km以内の避難場所が表示される．この画面で避難場所

のアイコンをタップすると，現在地からのルートが表示さ

れる（図 15）．メニューで「災害拠点病院」を選択すると，

災害拠点病院，および災害拠点連携病院が表示される（現

在は東京都内のみ対応）．災害拠点病院のアイコンをタッ

プすると，病院の情報（病院名，住所，電話番号）と現在

地からのルートが表示される（図 16）．なお，避難場所の

データは国土数値情報 [58]の避難施設データを，災害拠点

病院・災害拠点連携病院のデータは東京都のオープンデー

タ [59]（東京都災害拠点病院一覧，東京都災害拠点連携病

院一覧）をそれぞれ利用した．

6. 考察

先行研究で構築した災害情報共有システムでは，例えば

災害情報マッピングシステム（DIMS）から災害情報投稿

システム（DITS）に移動するためには，一旦トップペー
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図 13 レポート検索画面 図 14 検索結果の表示

図 15 避難場所表示画面 図 16 災害拠点病院表示画面

ジを経由する必要があった．一方，さいれぽではメニュー

から両機能（レポートをする，近くのレポートをみる）を

選択できるため，操作に必要な時間が軽減される．また，

DITSでは写真を添付するか否か，および救助が必要な状

況であるか否か（ハッシュタグ「#救助」を付与するか否

か）を災害情報を書き込む画面に遷移する前に選択する必

要があったが（図 2），さいれぽでは投稿画面でこれらの選

択が可能であり（図 7），やはり操作に必要な時間の軽減が

期待できる．さらに，さいれぽでは最新レポートの一覧を

表示する機能（図 9）やレポートの検索機能（図 13）など

を新たに追加し，より利用者の利便性を高めている．これ

ら機能追加等によるユーザビリティの向上に関しては，今

後詳細な検証を行う予定である．

ところで，災害発生時にのみ利用可能な災害情報システ

ムは日常的に利用して操作に慣れることができないため，

いざ災害が発生した際に利用されないことが懸念される．

そこで岡崎らはこのような問題に対応するため，平時から

災害時への連続した利用が可能なデュアルパーパス情報共

有システムを提案した [47]．岡崎らのシステムは，平時は

観光情報を共有するためのシステムとして機能する．我々

も先行研究で，DITS・DIMSの平時利用可能システムへの

拡張を検討していたが [57]，さいれぽについても同様の検

討（地域情報共有アプリケーション「まちれぽ」の実装）

を進めている．

7. まとめ

我々は先行研究で Twitterを用いた災害情報共有システ

ムを構築し，2015年 2月より運用してきた．本システム

に対する利用者からの意見はおおむね好評であったが，災

害用システムではさらに操作がシンプルな方が望ましいと

の意見も出ていた．そこで本研究では，それらの意見を反

映して今回新たに災害情報共有アプリケーション「さいれ

ぽ」を実装した．

今後は，先行研究で構築したシステムに対するユーザビ

リティの面での優位性の詳細な評価を行う予定である．ま

た，平時利用版「まちれぽ」の実装や各種オープンデータ

の重畳表示などを進める予定である．
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